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市
議
定
数
30
か
ら
28
に 

 
 

多
様
な
市
民
の
声
、
届
け
に
く
く
な
る
と 

  

議
会
最
終
日
、
議
員
提
案
の
形
で
現
在
の
市
会
議
員
定
数

30
を
、
次
回
（
来
年

４
月
）
選
挙
か
ら

28
に
す
る
、
条
例
改
正
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
大
曽
根
議
員
は

「
定
数
削
減
は
、
多
様
な
市
民
の
声
、
少
数
の
声
が
届
き
に
く
く
な
る
。
十
王
町

と
合
併
し
面
積
は
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。
地
域
の
声
を
す
み
ず
み
か
ら
く
み
上

げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
こ
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
に
は

30
人
の
議

員
は
必
要
で
す
。
」
と
反
対
討
論
に
立
ち
ま
し
た
。 

 

議
会
改
革
で
、
茅
根
市
議
会
議
長
に
申
し
入
れ 

 
 

一
般
質
問
な
ど
の
改
善
を 

  

大
曽
根
議
員
は
２
月

26
日
、
茅
根
議
長
に
対
し
２
項
目
の
申
し
入
れ
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

①
一
般
質
問
の
時
間
に
つ
い
て
、
現
在
１
議
員
年
間
１
０
０
分
（
質

問
、
答
弁
あ
わ
せ
て
）
は
、
他
市
の
議
会
と
比
べ
て
も
異
常
に
少
な
い
。
少
な
く

と
も
質
問
だ
け
で
１
０
０
分
に
す
る
な
ど
改
善
す
る
こ
と
。
合
わ
せ
て
一
問
一
答

方
式
の
導
入
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
。

②
日
立
市
議
会
だ
よ
り
は
、
市
民
が

読
ん
で
「
読
み
や
す
く
、
よ
く
わ
か
る
」
よ
う
改
善
す
る
こ
と
。
一
般
質
問
の
ペ

ー
ジ
は
全
発
言
議
員
平
等
に
扱
う
こ
と
。 

   

「た
た
か
っ
て
こ
そ
」 

日
本
共
産
党
参
議
院
議
員 

大
門
み
き
し 

 

 

三
月
の
参
院
予
算
委
員
会
で
亀
井
静
香
郵
政
担
当
大
臣

に
「
日
本
郵
政
で
長
期
に
わ
た
り
更
新
を
繰
り
返
し
て
い

る
契
約
社
員
、
十
二
万
人
を
早
急
に
正
社
員
に
す
べ
き
だ
」

と
い
う
と
、
大
臣
は
「
お
っ
し
ゃ
る
通
り
に
致
し
ま
す
」 

と
答
え
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
素
直
な
答
弁
だ
っ
た
の
で
、
議
場
が
わ
き
返
り
ま
し

た
。
民
間
企
業
に
与
え
る
影
響
も
含
め
、
正
社
員
が
当
た
り
前
の
社
会
を
め
ざ
す

う
え
で
大
き
な
一
歩
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
た
た
か
い
は
こ
れ
か
ら

で
す
。
非
正
規
労
働
者
自
身
が
立
ち
上
が
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
北

海
道
の
転
籍
強
要
で
は
、
た
っ
た
一
人
の
若
い
女
性
が
勇
気
を
持
っ
て
立
ち
上
が

り
、
支
援
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
た
た
か
っ
て
こ
そ
、
展
望
は
開
け
ま
す
。
私

も
現
場
の
運
動
と
力
を
合
わ
せ
て
闘
い
抜
き
ま
す
。 

 

大
型
開
発
優
先
の
市
政
に
反
対 

  

大
曽
根
議
員
は
２
０
１
０
年
度
一
般
会
計

予
算
の
反
対
討
論
の
な
か
で
、「
未
曽

有
の
経
済
危
機
の
な
か
、
市
民
の
く
ら
し
を
応
援
し
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
子
ど

も
の
福
祉
を
拡
充
す
る
こ
と
。
中
小
企
業
、
農
業
、
漁
業
の
地
場
産
業
の
振
興
に

あ
ら
ゆ
る
努
力
を
払
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
し
、
日
立
駅
周
辺
地
区
整

備
事
業
に

43
億
８
千
万
円
の
巨
額
投
入
に
つ

い
て
、「
雇
用
も
地
域
経
済
も
落
ち

込
ん
で
い
る
。
公
共
投
資
の
あ
り
方
と
し
て
、

雇
用
も
資
機
材
も
地
元
で
調
達
し
、

地
元
に
カ
ネ
が
落
ち
る
循
環
型
経
済
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
日
立
駅
周
辺

地
区
整
備
事
業
は
そ
う
い
う
仕
組
み
に
な
っ

て
い
な
い
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
市
長
が
重
点
施
策
と
し
て
「
日
立
港
区
臨
海
部
の
土
地
を
取
得
し
、
新

た
な
モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル
の
整
備
に
取
り
組
む

」
と
し
て
、
県
有
地
４
万
３
千
㎡
を

10

年
分
割
で
総
額

12
億
８
千
万
円
で
取
得
し
、
格
安
で
荷
役
事
業
者
に
貸
そ
う
と
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
大
企
業
に
大
盤

振
る
舞
い
し
て
い
る
」
と
批
判
し
、
公

共
事
業
は
大
型
事
業
か
ら
小
規
模
事
業
に
、
新
規
建
設
か
ら
維
持
管
理
へ
、
地
域

循
環
型
に
転
換
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
ま
し

た
。 

  

小
規
模
工
事
希
望
者
登
録
制
度 

秋
か
ら
実
施 

  

２
０
１
０
年
度
日
立
市
政
へ
の
要
望
に
対

す
る
回
答
が
、
２
月

18
日
樫
村
市
長

か
ら
あ
り
ま
し
た
。
中
小
業
者
の
皆
さ
ん
の
要
望
が
強
か
っ
た
、
小
規
模
工
事
希

望
者
登
録
制
度
に
つ
い
て
は
、「

10
月
に
は

実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
」
と
述
べ

ま
し
た
。
そ
の
他
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費
助

成
や
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

20
床
増

設
、
小
中
学
校
の
就
学
援
助
制
度
の
周

知
の
徹
底
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
等

の
前
向
き
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

（
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、
肺
炎
球
菌
に
よ

っ

て
起
こ
る
肺
炎
を
防
ぐ
ワ
ク
チ
ン
で

す
。
対
象
者
は

70
歳
以
上
ま
た
は

65
歳
以

上
の
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
で
す
。
接

種
費
用
約
７
７
０
０
円
の
う
ち
２
５
０
０
円

を
市
が
負
担
し
ま
す
。） 

 

小
林
ま
み
子
前
市
議 

 

「
小
規
模
工
事
登
録

制
度
」
は
入
札
資
格
の
な
い
零
細
業

者
に
も
学
校
、
市
営
住

宅
、
福
祉
施
設
な
ど
公
共
施
設
の
補

修
の
仕
事
を
増
や
す
も

の
で
す
。
私
た
ち
の
要
望
が
さ
ら
に

実
現
す
る
よ
う
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

３
月
定
例
市
議
会
が
３
月
３
日
か
ら
23
日
ま
で
開
か
れ
ま

し
た
。
42
件
の
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
の
大
曽
根
勝
正
議
員
は
、
２
０
１
０
年

度
一
般
会
計
予
算
、
同
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
予
算
、
同

年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
予
算
、
債
権
管
理
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
、
土
地
の
買
い
入
れ
に
つ
い
て
、
そ
れ
か
ら
日
立

市
議
会
議
員
定
数
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
６
件
に
対
し
、

議
会
最
終
日
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
今

年
度
残
り
時
間
が
17
分
と
な
り
、
①
中
小
下
請
企
業
支
援
策

に
つ
い
て
、
②
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
、
質
問
し
ま
し
た
。 

本
紙
は
、
日
立
市
議
会
定
例
会
を
中
心
に
議
員
活
動
の
概
要
を 

報
告
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
・
要
望
な
ど
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

4月号外  
2010年4月12日 

 
市議会議員 大曽根勝正 
〒319-1222 
日立市久慈町4-7-5 
電話 0294 (52 )1570 

日立市議会３月定例会の内容について街頭から報告する

大曽根勝正議員。沖縄普天間基地「移設」政府案について

は「沖縄県民無視の最悪基地強化案です、無条件撤去を目

指しましょう」と訴えました。＝ ４月11日（日）、市内で 
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請
願
不
採
択
に 

 

大
曽
根
議
員
が
紹
介
議

員
に
な
っ
て
提
出
し
た
２
件
の
請
願
は
、
い
ず
れ
も

他
の
議
員
の
反
対
で
不
採
択
に
な
り
ま
し
た
。 

＊ 

米
価
の
下
落
に
歯
止
め
を
か
け
、
再
生
産
で
き 

 

る
米
価
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
請
願 

＊ 

普
天
間
基
地
の
無
条
件
返
還
を
求
め
る
意
見
書 

の
提
出
を
求
め
る
請
願 
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知
っ
て
い
ま
す
か 

「雇
用
相
談
コ
ー
ナ
ー
多
賀
」 

  

日
立
市
は
２
０
０
７
年
４
月
に
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

内
に
「
雇
用
相
談
コ
ー
ナ
ー
多
賀
」
を
設
置
し
、
国
が

併
設
し
た
「
高
年
齢
者
職
業
相
談
室
」
と
一
緒
の
部
屋

で
、
職
業
紹
介
を
は
じ
め
ま
し
た
。
２
０
０
９
年
度
は

来
室
者
数
７
７
８
３
人
、
相
談
件
数
４
３
０
５
件
、
紹

介
件
数
１
０
２
６
件
と
た
く
さ
ん
の
方
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
政
府
の
行
政
刷
新
会
議
の
「
事
業

仕
分
け
」
を
う
け
、
「
高
年
齢
者
職
業
相
談
室
」
が
２

０
１
０
年
３
月

26
日
で
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
決
定
。

市
は
国
と
県
に
対
し
、
多
賀
地
区
の
職
業
紹
介
機
能
を

存
続
さ
せ
る
よ
う
要
望
し
、
出
張
に
よ
る
職
業
紹
介
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

(1)
市
の
雇
用
相
談
体
制 

 
 

相
談
日 

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
） 

 
 

時
間 
午
前

10
時
～
午
後
５
時

15
分 

 
 
 
 

（
昼
休
み
時
間
も
開
設
） 

(2)
国
、
県
に
よ
る
出
張
職
業
紹
介
の
実
施 

 
 

国
（
日
立
公
共
職
業
安
定
所
） 

 
 

毎
週
火
曜
日
、
午
前

10
時
～
午
後
３
時
ま
で 

 
 

県
（
い
ば
ら
き
就
職
生
活
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
） 

 
 

毎
週
金
曜
日
、
午
前

10
時
～
午
後
３
時
ま
で 

(3)
場
所 

 
 

多
賀
消
防
署
う
ら
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
内
一
階 

 

▽
４
月
６
日
午
後
訪
問
し
ま
し
た
。
５
人
の
市
民
が
来

て
い
ま
し
た
。
市
内
森
山
か
ら
来
た
男
性
は
「
清
掃
の

仕
事
を
解
雇
さ
れ
た
。
次
の
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
」
。

河
原
子
の
女
性
は
「
お
金
が
な
く
て
日
立
ま
で
い
け
な 

い
。
パ
ー
ト

で

も
何
で
も
い
い
、

仕
事
が
し
た
い
」

と
み
ん
な
深

刻

な
顔
で
し
た

。 

 

こ
う
し
た
と

こ
ろ
に
福
祉

の

担
当
も
配
置

し

て
、
ワ
ン
ス

ト

ッ
プ
サ
ー
ビ

ス

が
必
要
と
思

い

ま
し
た
。 

（
大
曽
根
） 

       

一
． 

町
工
場
は
日
立
の
宝
― 

下
請
振
興
基
準
の
実
態
調
査
を 

 

大
曽
根
議
員 

中
小
企
業
は
雇
用
の
７
割
を

支
え
、

付
加
価
値
の
５
割
を
生
み
出
す
、
文
字
通
り
日

本
経
済

の
主
役
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
立
で
も
同
じ
こ

と
で
、

市
内
の
中
小
企
業
、
下
請
企
業
が
元
気
に
な
ら
な
け
れ

ば
日
立
の
町
は
活
性
化
し
ま
せ
ん
。
５
社
訪
問
し
声
を

聞
き
ま
し
た
。
「
昨
年
秋
か
ら
少
し
ず
つ
仕
事

は
増
え

て
い
る
」
は
１
社
。
あ
と
の
４
社
か
ら
は
「
単

価
の
切

り
下
げ
が
激
し
い
」
「
雇
用
調
整
助
成
金
を
受

け
よ
う

と
し
た
が
提
出
書
類
が
煩
雑
で
、
あ
き
ら
め

10
人
解

雇
し
た
」
「
昨
秋
か
ら
売
り
上
げ
が
半
減
し
、

機
械
の

リ
ー
ス
代
が
大
変
」
「
苦
し
い
企
業
に
は
銀
行

は
カ
ネ

を
貸
さ
な
い
」
と
、
厳
し
い
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

町
工
場
は
日
立
の
宝
で
す
。
下
請
単
価
や
下
請

振
興
基

準
が
厳
格
に
守
ら
れ
て
い
る
の
か
、
実
態
調
査
す
べ
き

と
考
え
る
が
。 

佐
藤
産
業
経
済
部
長 

親
事
業
者
と
下
請

事
業
者

の
適
正
な
取
引
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
法
律
や
基
準
等
の

積
極
的
な
周
知
に
努
め
ま
す
。 

大
曽
根
議
員 

下
請
事
業
者
か
ら
告
発
す
る

こ
と
は

で
き
な
い
こ
と
で
、
行
政
が
下
請
事
業
者
の
立

場
に
立

っ
て
、
実
態
調
査
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

  

大
曽
根
議
員
は
質
問
に
先
立
っ
て
、
日
本
共
産
党
の

志
位
委
員
長
が
、
衆
院
予
算
委
員
会
で
、
経
済
危
機
か

ら
国
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
今
政
治
は
何
を
な
す

べ
き
か
、鳩
山
首
相
に
見
解
を
た
だ
し
た
こ
と
を

紹
介
。

こ
の

10
年
間
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
は

横
バ
イ
。

労
働
者
の
給
料
は
２
７
９
兆
円
か
ら
２
６
２
兆

円
に
落

ち
込
み
、
大
企
業
の
内
部
留
保
、
利
益
は
１
４

２
兆
円

か
ら
２
２
９
兆
円
に
急
膨
張
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
変
え

る
た
め
に
２
つ
の
改
革
を
提
案
。
第
１
の
改
革
は
、
非

正
規
社
員
か
ら
正
社
員
へ
の
雇
用
転
換
の
ル
ー
ル
を
つ

く
る
こ
と
。
第
２
の
改
革
は
、
大
企
業
と
中
小
企
業
の

公
正
な
取
引
の
ル
ー
ル
を
つ
く
る
こ
と
。
こ
の
な
か
で

志
位
委
員
長
は
下
請
単
価
の
際
限
の
な
い
切
り
下
げ
の

問
題
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
鳩
山
首
相
は
「
厳

格
な
下

請
代
金
法
の
執
行
や
下
請
振
興
法
の
振
興
基
準
の
周
知

が
大
事
」
と
答
弁
。
志
位
委
員
長
は
「
町
工
場

は
日
本

の
宝
で
あ
り
、
機
械
リ
ー
ス
代
な
ど
固
定
費
補

助
に
踏

み
出
し
、
灯
を
消
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
結
び
ま

し
た
。 

 

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
用
促
進
を 

 

大
曽
根
議
員 

中
小
企
業
の
産
業
支
援
セ

ン
タ
ー

利
用
は
ま
だ
少
数
で
、
多
く
の
中
小
企
業
、
零

細
企
業

３月市議会 
大曽根議員 
の一般質問 

が
活
用
で
き
る
よ
う
改
善
す
べ
き
で
は
。 

佐
藤
産
業
経
済
部
長 

各
種
講
座
や
技
術
相
談
な

ど
多
く
の
地
域
中
小
企
業
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
今
後
よ
り
多
く
の
中
小
企
業
が
活
用
で
き
る
よ
う
、

出
前
講
座
の
実
施
、
企
業
訪
問
を
補
完
す
る
訪
問
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
事
業
を
実
施
す
る
な
ど
、
セ
ン
タ
ー
の
活
用

促
進
に
努
め
ま
す
。 

              

二
． 

健
康
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て 

 

市
民
協
働
で
特
定
健
診
受
診
率
を
あ
げ
よ 

 

大
曽
根
議
員 

心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
は
あ
る
日
突
然

起
こ
る
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
血
圧
や
血
糖
が
少
し
ず

つ
で
も
高
い
状
態
が
長
期
間
続
く
こ
と
で
、
徐
々
に
血

管
が
傷
ん
で
起
こ
り
ま
す
。
し
か
し
発
症
す
る
ま
で
自

覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
高
血
圧
や
高
血
糖

な
ど
血
管
を
傷
め
る
リ
ス
ク
が
な
い
か
知
っ
て
頂
く
方

法
が
健
診
で
す
。
日
立
市
の
特
定
健
診
（
国
保
加
入
者

で

40
歳
か
ら

74
歳
）
の
受
診
率
は
、
２
０
０
８
年
度

目
標

30
％
に
対
し
、

21
・

8
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。
市
民
協
働
の
力
で
受
診
率
を
引
き
上
げ
て
い
く

べ
き
で
は
。 

大
和
田
保
健
福
祉
部
長 

Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を
交
流
セ

ン
タ
ー
で
配
布
す
る
な
ど
、
き
め
細
か
い
対
策
で
受
診

率
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 

血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査
の
導
入
を 

 

大
曽
根
議
員 

慢
性
腎
臓
病
は
放
置
し
た
ま
ま
で
お

く
と
、
末
期
腎
不
全
に
な
っ
て
人
工
透
析
や
腎
移
植
を

受
け
な
け
れ
ば
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。
人
工
透
析
患
者
も

増
え
て
い
ま
す
。
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

と
こ
ろ
が
特
定
健
康
診
査
で
「
全
員
が
受
け
る
基
本
的

な
健
診
」
の
項
目
か
ら
、
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査
が

外
さ
れ
ま
し
た
。
市
独
自
に
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査

を
導
入
し
、
腎
臓
病
予
防
に
力
を
入
れ
る
べ
き
と
思
う

が
。 

大
和
田
保
健
福
祉
部
長 

血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検

査
の
導
入
は
、
腎
機
能
の
低
下
を
知
る
た
め
の
有
効
な

検
査
で
す
。
検
査
項
目
に
加
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

市
医
師
会
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。 

日立地区産業支援センターを訪問しました 


